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第 3 章では、 Ono (2005) の 2 国動学的不況モデ、ルに国際間にまたがる企業の立地行動を内生化したモデ、ルを構築
している。本稿の分析によって、日米両国が同時に不況に直面した後の日米両国の非対称的な景気の動きを説明する
ことを試みている。また、企業流出をもたらす自国の法人税率の上昇は、自国の雇用に相反する 2 つの効果をもたら
? ?
す。それは、企業流出による空洞化効果と、企業の立地に関する裁定行動を通じた為替レート調整効果である。前者
は、法人税率の上昇による企業流出が自国の生産を縮小させ、それにより雇用の減少をもたらす効果である。後者は、
企業の立地に関する裁定行動の結果、実質為替レートが減価し、それにより相対的に安価になった自国財への世界需
要が刺激され、雇用の増加がもたらされる効果である。本稿の分析から、自国が債権国か債務国かによって、雇用へ
の効果が異なることが明らかにされている。
論文審査の結果の要旨
本研究では、現在の日本が抱える 2 つの重要問題として、年金による世代間所得再分配と法人課税による企業の海
外流出を取り上げ、不況動学の枠組みを使って、これらが有効需要や経済厚生に及ぼす影響を分析し、興味深い結果
を導いている。不況動学を使ったこうした政策分析の試みはこれまでにほとんどなく、また政策的にも大変重要であ
る。以上から、博士(経済学)に十分に値すると判断する。
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